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国立大学法人島根大学経営協議会（第９３回）＜議事要録＞ 

 

日 時 平成３０年６月２７日（水）１４：００～１６：００ 

場 所 本部棟５Ｆ大会議室 

出席者 服部学長，藤田理事，秋重理事，荒瀬理事，井川理事，吉田理事 

 有川委員，有澤委員，秦委員，松浦委員，谷口委員，大矢委員 

欠席者 宮脇理事，泉委員，大谷委員，福島委員 

 〔陪席：千家監事〕 

 

報告事項（１）平成３１年度施設整備事業等の概算要求に係る書面審議結果について 

○ 学長から平成３１年度施設整備事業等の概算要求について，書面審査により審議を依頼

した結果，全員の承認を得たため，文部科学省へ提出したとの報告があった。 

 

報告事項（２）内部統制システム（役員モニタリング）に係る平成２９年度の実施状況と平

成３０年度のテーマについて 

○ 藤田理事から内部統制システムによる平成２９年度の役員モニタリングの実施状況及び

平成３０年度の実施予定のテーマについて報告があった。 

 

報告事項（３）平成３０年３月卒業・修了者の進路状況について（平成３０年５月１日現在） 

○ 荒瀬理事から平成３０年３月卒業・修了者の進路状況の最終版について報告があった。 

○ 学外委員から県内就職率向上に向けて，入学時・就職時の県内・県外出身別のクロス集

計表を作成したり，県内に就職しない理由を調べるといった調査・分析が必要ではないか

との意見があった。 

○ 学外委員からＣＯＣ＋事業における就職状況について，事業の効果を判断するためにも

就職状況の推移データの提供依頼があり，後日提示することとなった。 

○ 学外委員から生物資源科学部の県内就職率が低いことについて，生物資源科学部卒業生

を必要とする企業が合同会社説明会等へ出展する場合は，その情報を学生に積極的に伝え

ることが必要ではないかとの意見があった。 

○ 学外委員から地元定着のためには働く場所をつくることが重要であり，福岡では知事の

取組みにより働き場所を確保しているため，大学だけではなく産業界や行政も一緒に取り

組むことが必要であるとの意見があった。 

 

報告事項（４）学生の支援状況について 

○ 荒瀬理事から前回の経営協議会において情報提供の依頼があった学生の支援状況につい

て報告があった。 

○ 学外委員から本学において授業料免除を受けている学生の割合と全国平均との比較につ

いて質問があり，次回資料を提示することとなった。 

 

議 題（１）平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書の提出について 

○ 秋重理事から平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告案について説明があり，

原案どおり議決され，文部科学省へ提出することとなった。 
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議 題（２）平成２９事業年度決算書（財務諸表、決算報告書、事業報告書等）の提出につ

いて 

○ 吉田理事から，平成２９事業年度決算書について説明があり，原案どおり議決され，役

員会の議を経て文部科学省へ提出することとなった。 

 

議 題（３）地方大学・地域産業創生事業について 

○ 秋重理事から内閣府が公募している地方大学・地域産業創生事業について，島根県が応

募予定であり，島根県と協働実施して行う本学の取り組み内容の説明があった。 

○ 学外委員から今後産学官の連携をする際は情報をオープンにして，県だけではなく市町

村とも連携すべきではないかとの意見があり，原案どおり議決された。 

 

協議事項（１）島根大学部局長選考規則の一部改正等について（医学部附属病院長選考方法） 

○ 藤田理事から，医療法等の一部改正に伴い特定機能病院の管理運営に関する体制強化が

図られたことを受け，医学部附属病院長の選考方法を変更することについて説明があった。 

○ 学外委員から医学部附属病院長に限らず全ての部局長は学長が選ぶという学長のリーダ

ーシップを規則上確保することが必要であるとの意見があった。 

○ 各委員からの意見を伺ったうえで詳細を詰め，改正案については，後日書面審議に諮る

こととなった。 


